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論 文 内 容 の 要 旨

本論の 目的は、現代 ドイツの社会 理論家 ニクラス ・ル ーマ ンの仕事 を次 の2つ の点 で検 討す

ることであ る。第1に 、1980年 代 に入って本格 的に公 表 されは じめた彼の歴 史的な知識社会学

研 究の内実 を明 らかにす る ことである。第2に 、そ うした歴史 的な知識社会学的研究 がいかな

る方法論的な枠 組みの もとでお こなわれて いるのか を明 らか にす ることであ る。

まず 第1の 課 題 について、本論では1980年 代 前半に発表 された事例研 究を 中心 に検討す る こ

とに したい。 この時期 に特 に着 目す るのは、そ うした事例研究が あいつ いで公表 され は じめた

のが この時期だ か らである。 さ らに、 この時期は、ルーマ ンの社会 システム理論研究 にお ける

ひとつの展 開期 とな ってお り、理論研究 と事例研 究 との関連 を検 討するに も格好 の時期だか ら

で ある。 したが って、本論で は、理論研究 と知識社会学的な事例研 究 との関連 に も注意 を配 り

なが ら検討 を進 めることにす る。

第2の 課題 につ いては、事例研究 とともに発表されてい る方法論に関わる論文 を 中心 に検 討

をお こな う。そ の際、第1の 課題 と同様に、 ここで も彼の社会 システム理論 と知 識社会学的な

事例研究 との関連 に着 目し、理論的な諸概念 と知識社 会学的な分析 とが どのよ うに関連 してい

るのか に注意 を払 いなが ら検討 を進めたい。

したがって、本論のテーマは、ルーマンの知識社会学 的研究 の内実 とそ の方法 について検討
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をお こな う ことで あ り、それ を特 に80年 代 前半の時期を中心 として理 論研究 との関連 に注意 を

払 いなが らお こな うことで ある。本論で筆 者が、ルーマ ンの研 究営為 の中で彼 の知識社会学 を

取 りあげ るのは、 これ まで のルーマ ン研究 において この領域における彼 の仕事 がほ とん ど取 り

あげ られて こなか ったか らであ る。 しか しなが ら、 か りに もルーマン理論が、経験 科学の一分

野で ある社会学 の理論で ある以上、 なん らかの経験 的事 例 をレファレンス としてその理論彫琢

がお こなわれて きたはずであ り、 したが ってそ の理論 を理解す る うえでも、本論 で取 りあげ る

彼の事例研 究 を看過 してお くことはできな い もの と考 えるか らである。 したが って、本論では、

知識社会学的な研究 をルーマ ンの研究営為 における第2の 軸 と位置づ け、そ の方法 と内実の検

討を 中心 としつつ も、あわせ て理論 的な研究 との関連 に着 目す る ことに した い。

以上述べてきた本論の観点 をよ り具体的 に示す と、次 のよ うにな る。 まず、本論 では、ル ー

マ ンにおけ る① 社会 システム理論の独 自の展 開、お よび② ドイ ッで蓄積 されて いる歴 史的意 味

論 の研究 に触発 されつつ も、 それへ の批判 的な距離 をとって展 開されて いる歴史的 な知識社会

学研 究のそれぞ れ を、ルーマンの研究営為 にお ける中心軸 をなす もの と位置づ ける。

つ まり、 本論のテーマは、第2軸 の方法 と内実 の検討 を中心 と しつつ、 あわせて 両軸 の関連

に注意 を払 うことだ といえる。解明 され るべ き両軸 の連関 をよ り特定 して言えば、ルーマ ンの

知識社会学研究 が社会 システ ム理論 の枠組み によって可能 とな って いると同時 に、そ の社会 シ

ステム理論 の基 本概念 自体が この研究 にお いてテーマ化 されて いる近代 の社会変動 と関連 した

歴史 的性格 を帯 びている、 ということであ る。

先 にも述べた よ うに、筆者 は、第1の 軸、すなわちルーマ ンの研 究の 中心軸であ る社会 シス

テ ム理論 の展 開が1982年 のオー トポイエー シス概念 の導入をもって ひ とつの展開点 をな して い

ること、さ らに第2の 軸である歴史 的な知識社会学研究が1980年 の 『社会構造 とゼマ ンテ ィク』

第1巻 の刊行 をもって本格 的に開始 されて いる ことに着 目し、1980年 代初頭 の この時期がルー

マ ンの研 究 の展開 にお いて きわめて重 要な時期 で あった とみて いる。筆者 の調査 によれば、

ルーマ ンは、1980年 のマ トゥラーナ/ヴ ァ レラ 『オー トポイエー シス と認知』 の刊行 直後か ら

頻繁 に同書 に言及 し、様々な コンテクス トでオー トポイエーシスの論理 を社会理 論研 究の論理

として展開 しよ うと試みている。 しか も、そ うした言 及は、理論研究 に位置づ け られ る文献 に

とどまらず、 事例研究 と位 置づけ られ る文献 にお いても数多 く見 いだされて いる。 ルーマ ンに

あ って、 彼 らに言及する とい うことは、 自己言及 的システムの考 え方、お よびそ こか らの派 生

的諸帰結 を、 さ らに踏 み込 んで当該テーマ に適用す るこ とを試みて いるということであ り、理

論的展 開を図ろ うとするシグナルな ので ある。 したが って、マ トゥラーナ とヴァ レラの著作へ

の言及 にみ られるそ うした事 実は、ルーマ ンが もっぱ ら理論研究 のコンテ クス トのみな らず、

事例研究 にお いて も、独 自の社会 システム理論の展開 を図って いた ことを示 して いる。本論で

は、 これ まで光 を当て られ て来なか った こうした側面 を取 りあげ、具体的 にその経緯 を解明 し

たい。
ゼル ブス ト レフ ァレンツ

あ る研 究 者 の 指 摘 によ れ ば 、 ル ー マ ンの 著 作 にお いて 最 初 に 自 己 言 及 概 念 が登 場 す る の が

『社 会 学 的 啓 蒙』 第2巻(1975年)所 収 の 「シス テ ム理 論 、 進 化 理 論 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン理

論 」 で あ り、 そ の後 の1970年 代 後 半 にル ー マ ン理 論 の展 開 の大 き な 山場 が あ っ た と され る。 こ

れ に対 して 、す で に 述 べ た よ うに、本 論 で 中心 的 に取 りあげ る1980年 代 前 半 は 、オ ー トポ イ エ ー

シス 概 念 の 導 入 と い う理 論 的 展 開 が み られ る の み な らず 、歴 史 的 一知 識 社 会 学 研 究 が 本格 的 に

公 表 され は じめ た 時 期 にあ た り、 両 者 の 関連 を検 討 す る に は格 好 の時 期 に あ た る。
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本論の各章で主 に参照するメイ ンテクス トは以下 の とお りである。第1軸 にあたる理 論編 に

ついては、1984年 の 『社会 システム理論』 をメイ ンテ クス トと し、第2軸 の事例編 については

第1～4章 まで を1980年 の 『社会構造 とゼ マンテ ィク』 第1巻 、 第5章 は1982年 の 『情熱 とし

ての愛』 をメイ ンテクス トとす る。

各章においてお こな う検 討は次 の通 りである。

第1章 「ルーマ ン知識社会学 の基本構造」で は、歴史家 たちによる歴史的意 味論研究 との関

連 をふ まえなが ら、社会 システム理 論研究 に隠れ て取 りあげ られ ることの少なか ったル ーマン

の歴史 的な知識社会学研究 の方法論 的枠組み を明 らか にした い。それ にあた って、 まず 本章 の

問題 意識 を提示 し(第1節)、 次 いで ライ ンハル ト ・コゼ レック らによって進 め られた歴史 的

意 味論研究 の方法論 や問題 関心 を簡単 に振 り返 り、ルーマ ンの知識社会学研究 の問題意識 を明

らか にす る(第2節)。 続いてルーマ ン自身の知識社会 学研究 の方法論 の検討 に入 る。ここでは、

ルー マンの研究 に とって基本概念 となる複合性、ゼマ ンテ ィク、社会分化構造 という3つ の中

心軸 をまず 明 らか に し、 さ らに社会 一文化的進化 の観点か らゼマ ンテ ィク変動 をルー マンが ど

のよ うに捉 えて いるかを明 らか にす る。 これ らの検討 の中で、ルーマ ンが西欧近代 にお けるゼ

マ ンティ クの変動 に どのよ うな仮説 をおいてい るか を明 らか にす る(第3節)。 以 上の検討 を

受 けて、ルーマ ンの知識社会学研究が、歴史的研究 とどのよ うな関わ りを持つか を明 らか に し、

また彼 自身の社会学研究 プロジェク トを象徴的 に表す 「社会学 的啓蒙」との関連 を指摘す る(第

4節)。

第1章 には、方法論 の検討 を補足す るため に、2つ の補論が付 されている。 補論1「 ルーマ ン

知識社会学 とパー ソンズ、ハーバーマス との関連」では、タル コッ ト ・パー ソンズ の文化 シス

テム論 を取 りあげ、そ の概要 を振 り返 った後、ルーマ ンが このパーソ ンズの文化 システム論 に

対 して どのような立場 を とって いるか を明 らか にす る。ルーマ ンの問題 意識 を端的 に示す とす

れば、歴史意味論の研究成果 に接続 しうるためには まず 理論的な負荷 の少ないかたちでゼマ ン

テ ィクと社会構 造の関係 を定式化す ることだ と言える。 さ らにユルゲ ン ・ハ ーバーマス との関

連で着 目しておきた いのが、いわゆ るルーマ ン=ハ ーバーマス論争においてお こなわれたや り

と りで ある。ハーバーマスは、社会の危機 は社会の文化 的同一性 にかか わる危機 で あると把握

した うえで、 ルーマ ンの一般 的な システム理 論的枠組 みを もって、そ う した文化 的同一性 にか

かわ る解 釈体 系の変動 をいか に して説 明 しうるのか とい う問いを投げか けて いる。 こ うして

ハーバーマスによって投げかけ られた問いは、第1章 の検 討でその基本 的な枠 組み を明 らか に

したルーマンの知識社会学研究 にも刺激をもた らしたのではないか というのが筆者 の考 えである。

第1章 ではさ らに補論2「 ゼ マンティク/社 会構造 一関係 をめ ぐって」において、ウルス ・シュ

テヘ リの議論 を検 討 している。 シュテヘ リは、ルーマ ン研究者 の中で もゼマ ンティクの問題 に

熱心 に取 り組 んでいるほ とん ど唯一の研究者 であ り、そ の論文 にお けるゼマ ンティク と社会構

造 の関係 に関す る議論 も本論 の視点か らも興味深 いものとなって いる。 シュテヘ リの議論は、

ルー マンによるゼ マンティクと社会構造 の関係 の把握がやや非対称的な関係 に偏 って お り、そ

のポ テンシャル を十分 に展 開 しえて いな いというもので、精神分析 にお ける 「事後性」概念 を

引き合 いに出 しつ つ、事後 的観察が システム に対 して構成 的に作用する可能性 を提起 し、ルー

マ ンにお いて も同様 の可能性 を見 いだす ことがで きることを指摘 している。

第2章 「ゼマ ンティクとして の近代初期人間学」か らは、事例研 究の検 討 に入 る。取 りあげ

るのは 『社会構造 とゼ マ ンティク』第1巻 に収録 され ている 「近代初期 人間学 社会 の進化

一219一



問題 に対す る理論 技術 的解決」 にお ける17世 紀 フランスの人間学 に関するルーマ ンの分析で

ある。本章で は この分析 を取 りあげ、人間学 の思想変動に関するルーマ ンの分析 の特徴、お よ

びそ の含意 を検討す る。手順 としては まず 、 これ まで看 過 されてきたルーマ ンの歴史 への関心

を取 りあげ(第1節)、 ルーマ ンによる近代初期人 間学 の分析 の検 討に移 る。ルー マ ンの議論

によれば、17世 紀 の半ば頃 を境 に、宗教的見地か ら非難 されてきた 自己愛が、人間 の自己準拠

の根拠 として次第 に認知 されは じめ、その後、社会関係 の基盤 と位置 づ け られ るまで に至 る。

自己愛の 問題は情念 の問題の一部であ り、 さらにこの情 念の問題 は人間の様々な不安 の問題へ

と結びつ いて いる。政治的権 勢 に対 する欲 望、物への欲 望、好奇心 な どは とどまることを知 ら

ぬ人間 の情念 の諸相で あ り、 これが次第に機能分化 しは じめた社会の各領域 におけ る駆動 因と

して包摂 されて ゆ くことになる。人間の情念が肯定 される方向へ向かったゼマ ンテ ィク的転換

は、そ のような人 間の機能的分化への包摂 と関連 している とい うのがルーマ ンの議論 の骨子で

あ る(第2節)。 第2章 では続 いて、ゼ マ ンテ ィク変動 の分析視 点 に関す る若干 の考 察 を挟ん

で(第3節)、 本章 で検 討 してきた人間学 的発想の形式 と社会理 論お よび社 会 シス テム理論 と

の関係 を検 討 して いる(第4節)。

第3章 「相互作 用ゼマ ンテ ィクの変 動」では、 『社会構造 とゼマ ンテ ィク』第1巻 に収録 さ

れている 「上層階層 における相互作用一17・18世 紀 にお けるそ のゼ マンティク的再編 につ いて」

を取 りあげて相互作用ゼマ ンテ ィクの変動に関する分析 を検 討 している。 本章では まず、全体

社会の階層的分化か ら機能的分化への移行 とい うゼマ ンテ ィク変 動の分析 にお けるルーマ ンの

基本枠 組み との関連 で相互作用ゼ マ ンテ ィ クが どの ような位 置価 を持つか 明 らか に してい る

(第1節)。 続 いて、第2章 との関連 を受 けて、相互 作用 にかか わる人問学 的観念 の変 動 に関

するルー マ ンの分析 を検討 した後(第2節)、 相 互作用ゼマ ンティ クそ のものの変動 をルーマ

ンが どのよ うに捉 えているかを明 らか に している。相互作用ゼ マンテ ィクの変 動につ いては、

前転換期1転 換期 とにわけてその経緯 を論 じた。ルーマ ンの視点 は、基 本的に人 と人 との間の

社会性 が次第 に深 まってい く様子 を捉 える ことにあ り、相互作用ゼマ ンティクの変 動 もそ うし

た深 ま りを反映す るもの として把握 され ている。他方 で、 そ うした社会性 の深化 をともな った

相 互作用ゼ マ ンテ ィクの変動がパー ソナル な関係 において進展 してゆ くなか で、 そ うした相互

作 用が次第 に諸機 能 システムか ら分化 して ゆ く様子が把握 されてい る(第3節)。 最 後 に、 そ

うした相互作用 の分化のコンテクス トに秘 密結社 の事例 を見 いだすルー マンの指摘 を検 討 し、

パ ーソナル な関係 として、そ の社会性 を深化 しは じめた相互作用 のそ の後 の展 開の一例 を取 り

あげて いる(第4節)。

第4章 「理 論的 中間考察一社 会 システ ムの時間性」で は、 「理論 的 中間考察」 とい う位置づ

けで時間ゼマ ンテ ィクを取 りあげ ている。テクス トは、 『社会構 造 とゼマ ンテ ィク』第1巻 に

収録 され ている 「複合性 の時 間化:近 代的時 間概念 のゼマ ンテ ィクにつ いて」で ある。第1章

の検討 にお いて、 複合性がルー マンのゼマ ンテ ィク変動 の分析枠組み にお いて重要 な位置 にあ

る ことを明 らか に して いるが、時間ゼ マ ンテ ィクは この複合性 の問題 に密接 にかか わって い

る。なぜな ら、諸行為 の時 間的編成 の問題は、まさに複合性編成の問題その ものだか らで ある。

そ こで、本章で は時 問ゼマ ンテ ィクが もつ社会 システム理論 との理論内在的な関係 を明 らか に

す るとともに、意 味の3次 元 の分化 とゼマ ンテ ィク変動 との関連について検 討する。検討の最

初 にまず、時間ゼマ ンテ ィクの位置づけ として、い ま述べたよ うな時間ゼマ ンテ ィクの重要性

を指摘す る(第1節)。 続いて、ルーマ ン理論 にお いて社会 システム のオペ レー シ ョンとされ
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る コ ミ ュニ ケ ー シ ョン と、 社 会 構 造 の 基 本 形 態 を成 す 分 化 が 、 時 間ゼ マ ンテ ィ ク と どの よ うに

関 わ るか を 明 らか にす る。3者 の 関 係 を簡 単 に述 べ れ ば 、 分 化 は まず コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の一

定 の 様 式 化 に よ って 成 立 し、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンはそ の よ うな 分 化 の成 立 に よ って 独 自の複 合

性 を構 築 して ゆ くこ とが で き る よ う にな る 。 コ ミュニ ケ ー シ ョン にお け る複 合 性 の構 築 様 式が

更 新 され る と社 会 的過 程 の 記 述 にか か わ る 時 間ゼ マ ンテ ィ ク に変 化 が 生 じ、 そ れ が 翻 っ てそ の

後 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの編 成 に影 響 を与 え る よ う にな る。 他 方 、 分 化 は 新 た な 複 合 性 の構 築

を可 能 にす る。 そ う した 新 しい 可 能 性 もま た、 時 間ゼ マ ン テ ィ ク に影 響 を与 え、 これ が ま た分

化 そ の も の に 作 用 す る とい う関 係 をな して い る(第2節)。 ル ー マ ン理 論 にお い て 意 味 は 諸 可

能 性 の処 理 形 式 で あ る。 この 処 理 形 式 と して の意 味 は、 事 象 次 元 ・時 間 次 元 ・社 会 的次 元 の3

つ の次 元 が それ ぞ れ 区別 され て い る。 ゼ マ ン テ ィ ク変 動 の 問題 にお い て この3つ の次 元 が 持 つ

重 要 性 は、 この3つ の 次元 が い くつ か のゼ マ ン テ ィ ク変 動 を位 置 づ け る視 点 を提 供 す る点 に あ

る。 例 えば 、 進 歩 とい うゼ マ ン テ ィ ク は、 事 象 次 元 と時 間 次 元 とが 結 合 した ゼ マ ン テ ィ クで あ

り、 人 間学 にお け る 本質 論 的 な 人 間規 定 は、 事 象 次 元 と社 会 的 次 元 が 結 合 した ゼ マ ンテ ィ クで

あ る と位 置 づ け られ る。 さ らに重 要 な こと は、 この よ う にゼ マ ンテ ィ ク を特 徴 づ け う る3つ の

次 元 そ の も の が 歴 史 的 に分 化 して き た こと をル ー マ ンが 指 摘 して い る 点 で あ る。 意 味概 念 に関

す る議 論 は、 ル ー マ ン の議 論 にお いて あ る意 味 も っ と も抽 象 的 な 議 論 な の で あ るが 、 この意 味

の3つ の次 元 か ら して ひ とつ の歴 史 的 所 産 で あ る こ とが 確 認 で き る の は 本論 の視 点 か らも重 要

で あ る(第3節)。

第5章 「社 会 シ ス テ ム の コー ド化 にお け る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・メデ ィア とゼ マ ンテ ィ クー

愛 の 関係 を事 例 と して 」 で は 、 ル ー マ ンの 社 会 シス テ ム 理 論研 究 の成 果 と知 識 社 会 学 的研 究 の

成 果 が 豊 か に結 び つ いて い る 『情 熱 と して の 愛一 親 密 さ の コー ド化 』(1982年)を 取 りあ げ る。 こ

こで は、 愛 の関 係 にお け る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの コ ー ド化 を、 社 会 シ ス テム の機 能 的 分化 の歴

史 的 条 件 と して 取 りあ げ る。 本 章 で は、 まず 最 初 に本 章 のテ ー マ を示 し(第1節)、 次 い で社

会 シス テ ム の分 化 の条 件 を考 え る うえ で 基 本 的 な 論点 で あ る コ ミ ュニ ケー シ ョ ンの 自己 言 及 を

取 りあげ 、 この コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの 自己 言 及 的 な再 生産 プ ロセ ス を い ま まで 以 上 に踏 み込 ん

で 定 式 化 す る た め に導 入 され た の が オ ー トポ イ エ ー シ ス概 念 で あ る こ と を指 摘 す る(第2節)。

続 いて 、 愛 の ゼ マ ンテ ィ クの 検 討 に入 り、 近 代 西 欧 的 恋愛 にお け る情 熱 の 問題 、 情 熱 を駆 動 因

とす る恋 愛 関 係 に立 ち 現 れ る 社 会 的不 確 実 性、 さ らにそ の よ うな 不 確 実 な 関 係 に お い て機 能 す

る コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・メ デ ィア と して の愛 、 そ して この愛 の メデ ィ ア を補 完 す る個 体 性 ゼ マ

ンテ ィク を 順 次 取 りあ げ 、愛 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・シ ステ ム が 分 出す る様 子 を描 き 出す(第

3節)。 そ れ を受 け て 最 後 に、 機 能 的 分 化 の諸 条 件 を コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・シ ス テ ム の 分 化 の

条 件 を挙 示 す る こ とに よ っ て 明 らか にす る(第4節)。

第5章 に は 、 『社 会 構 造 とゼ マ ンテ ィ ク』 第1巻 の 「自己 言 及 とバ イ ナ リー 図 式 化 」 を も と

に、 自己 言 及 とバ イ ナ リー 的 な コー ド化 につ いて 論 じた 補 論3「 自己 言 及 とバ イ ナ リー コー ド」

を 付 して い る。 こ こで は、 ル ー マ ンが 挙 げ て い る い くつ か の例(真/偽 、 誠 実/不 誠 実 等)に

沿 っ て、 自己 言 及 性 とバ イ ナ リー 図式 の分 化 を、 ル ー マ ンが 示 す 歴 史 的 な コ ンテ クス トと と も

に 明 らか に して い る。 さ らに、 バ イ ナ リー 図式 の 持 っ 諸 機 能(短 絡 の 回避 、 接 続 の 確 実 化)に

つ い て 説 明 して い る。 こう した 議 論 に よ り、 第5章 に お い て 中 心 的 な 論 点 とな っ た コ ミ ュ ニ

ケー シ ョン の コ ー ド化 に 関す るル ー マ ン の議 論 を さ ら に補 足 的 に検 討 して い る 。

最 後 に 本 論 全 体 に 関 わ る 補 論4を 付 した 。 補 論4「 オ ー トポ イ エ ー シス 概 念 の 実 質 的導 入 お
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よびゼ マ ンテ ィク としての 『福 祉』」 で は、 『福祉国家 にお け る政治理 論』(1981年)を 取 りあ

げ てい る。本論 の視点か ら取 りあげておきたい この著作 の意義 は、次 の2点 で ある。第1に 、

「福 祉」が 自己言及的政治システムのゼマ ンティク と位置 づけ られて いる点 でゼ マ ンティク分

析 の現 代版で あること。 なぜ な ら、 自己言及 的システム として の政治 システム は、そ れ 自体 の

うちにみず か らのオペ レーシ ョンを決定す る十分 な手がか りをみ いだす ことが できず、 よって

そ の外 部 にそ れ を求 めなければ な らな いか らである。現 代 の政治 システム に とって、人 々に

よって提示 され る様々な生活 問題 にかかわる諸要求が、そ の有 力な手がか りとなっている。つ

ま り、 自己言及的 システム としての政治 は、 その未規定性 を除去す るた めに様 々な諸 要求 を政

策 的に吸収す る ことにな る(福 祉政策 はその代表的 なもののひ とつで ある)。 ところが、 自己

言及 的システムの未規定性 は、 際限がないため、政治 システムが環境か ら取 り入れ る諸要求 の

範 囲 も際限な く拡大 してゆ く傾 向を帯 びる。 この著作が刊行 された 当時 さかん に議論 され てい

た 「福 祉国家 の危機 」に この理論的把 握は結びつ いて いる(第1節)。 さ らに本補 論 にお いて

取 りあげてお きた い第2の 点は、1982年 の明示的なオー トポイエー シス導入 の直前 に位置す る

この著作 においてすでに、政治 システム の定式化 において実質的 にオー トポイエー シス概念が

登場 している ことが確認 しうる ことで ある。

終 章 「ルーぐ ン知識社会学 の方法 と歴史」で は、本論全体 をとお してお こな って きた検討 を

ふ まえて、ルー マンの知識社会学研究 の方法論 に関する知見 をあ らためて整理 し、 さ らにルー

マ ン知識社会学 と歴史 との関連 につ いて考察 して いる。方法 に関 しては、 こ こまで縷 々述べた

とお りであ り、歴史 との関連 について は次 の2点 で論 じて いる。 まず 、ルーマ ンの方法論が文

化史 的な研究 にお いて どのよ うな独 自性 を主張 しているのか とい うこと、 さ らにルーマ ンの研

究 自体が ひ とつの歴史 的所産で あるという点で ある。前者 についてルーマ ンが述べ るのは、文

化史的研究 にお いて従来 しば しば取 られて きた著者 ・学 派 ・潮 流のよ うな概 念 によ って文化史

的変動 を記述す る方法 に対 して、それ とは違 った方法論を提起 している とい うことで ある。さ

らに、ルーマ ン自身の議論 を検討 してみ ると、みず か らの理論はその理論 自体 の運命 につ いて

も記述 しうるものでな ければ な らない と考えている。 したがって、 みず か らの理論の歴史性 を

もそ の視野 の中に収 めうることをその理論 に課 している といえる。筆 者の検 討 によれば、そ も

そ もルーマ ンが 『社会構造 とゼマ ンテ ィク』第2巻 の中で、社会学 の根 本問題 を 「社会秩序 は

いか にして可能か」 と定式化 している こと自体 が、 高度 な複合性 を保持す る社会 においては じ

めて可能 とな って いるのである。 さらに、 社会学における一般 理論 の探究 もまた、 専門分化 の

一 定の段階 に位置す るものである
。 こうした ことを考 えあわせ る と、ルー マン 自身の理論 もま

た社会のあ る歴史的条件の もとにある ことが明 らかになる。本論 のタイ トル の うちにある 「理

論 と歴史」 は こうして、歴史 を理論が 記述 する とともに、理論が歴史 のうちにある という この

往還 が明 らか にな ることにお いて十全 なか たちでそ の意 味が 明 らか になるので ある。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本 論 文 は、 「オ ー トポイ エ ー シ ス論 」 とい う、1980年 代 にお け るル ー マ ン理 論 の 展 開 を視 野 に

収 めな が ら、 この 時期 に本 格 的 に開 始 され た ル ー マ ンの 知 識 社 会 学 的 研 究 の 内 容 と方 法 を解 明

し よ う とす る も の で あ る。 「機 能 構 造 主 義 」 と し て 出発 した ル ー マ ン の社 会 シス テ ム理 論 は、
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80年 代 に入 って、マ ツラナ とバ レラの 「オー トポイエー シス論」 を導入す る ことによって新た

な段階 を迎 えたが、論者は、 同時期 に行 われたル ーマンの知識社会学的研究 を子細 に検討す る

とともに、ルーマ ン理論 の展開 とい う広 いコ ンテクス トのなかでルーマ ンの知識社会学的研究

が もつ理論的意義 を見極めよ うとしている。 全体 は、序章 と終章 を含む全七章か らな る。

序章 「本論 の課題 ルーマ ンにお ける第2の 軸」では、 本論文の課 題 と先行研究 との関係

が簡潔 に述べ られ る。すなわち、 本論文の課題 は、① 「オー トポイエー シス論 の導入」 と、②

17・8世 紀 のゼ マ ンテ ィク変動 を主題 に した 「知識社会学的研究 の遂行 」 とい う二 つの側面 を

連関づけなが ら、ルーマ ンの知識社 会学的研究 の内実 と方法 を明 らか にす るこ とにあ り、 シュ

テヘ リの研究な ど一部の例外 を除 くと、ル ーマンの知識社会学的研究 に焦点 をあてた研究 はこ

れ まで存在 して こなかった ことが指摘 され る。

第一章 「ルーマ ン知識社会学 の方法」では、コゼ レック らの概念史研究 との対比 をつ うじて、

知識社会 学的研 究 の方法的枠組 となるルー マン理論 の骨子が素描 され る。「複合性 ・ゼマ ンテ ィ

ク ・社会 構造」 に関するルーマンの基 本仮説が提示 され、近代社会 にお けるゼマ ンテ ィクが複

合性 の処 理圧力の増大をつ うじて伝統 的なゼ マンティクか ら社会 の機能分化 に対応 したゼマ ン

テ ィクに変動 した ことが述べ られ る。

第 一章には、二っの補論 が付 され てお り、補論1「 ルーマ ンの知識社会学 とパー ソンズ、ハー

バ ーマ ス との関連」では、ルー マ ンの知識 社会 学的研 究 に対 して 及ぼ したパー ソ ンズや ハー

バ ーマス の影 響が吟味 され る。そ して、補 論2「 ゼ マ ンテ ィク/社 会構 造一 関係 をめ ぐって」

では、本 論文の先行研 究 となるシュテヘ リの論文 に言及 しなが ら、ルーマ ン理論 の新たな展開

の可能性 が探 られる。

以 上の基本枠 組 を踏 まえて、続 く三章 では、17・8世 紀 におけ るゼマ ンテ ィク変動 が各テー

マに即 して論述 される。

まず、第 二章 「ゼマンティク として の近代初期 人間学」では、近代初期人間学 に関するルー

マンの分析 が取 り上げ られ、 自己愛や情念 のゼマ ンテ ィクが近代社会の機 能的分化 と対応 しな

が ら変動 した ことが説明され る。そ の際、論者は、ゼマ ンテ ィクの分析 に使用 されている 「三

極 関係」 に着 目し、 この 「三極関係」がルーマ ンの社会 システム理論 に内在 して いる 「自己言

及 的論理」 と 「バ イナ リー図式」 を組み合わせた ものである こと、 したがってゼマ ンテ ィク変

動 の分析 とルー マ ンの社会 システム理論 の間 には一定の論理的な平行 関係が見 られ ることを明

らか にす る。 さ らに ここか ら、ルーマ ンにお ける 「オー トポイエーシス論」 の導入が近代社会

に対す る知識社会学 的な分析 に裏打 ちされた もので ある ことを示唆す る。

第三 章 「相互作用ゼ マンテ ィクの変動」 では、 前章 と同様、17・8世 紀 に生 じた相互作用ゼ

マ ンテ ィクの変動 に関す るルーマ ンの分析が姐上 に載せ られ、 人間学 的観 念の変動 と関連づけ

られなが ら論 じられ る。 上層階層の相互作用 と相互作用ゼ マ ンテ ィクの変化 が階層分化 か ら機

能分 化へ の転換 に照応 してお り、そ の変 化 の末 に社交や 秘密結社 の よ うな、 日常 的コ ミュニ

ケー シ ョンか ら独立 した相互作用の形式が成立す るとい うルーマ ンの考 え方 が描き出される。

そ して、論者 は、 こうした近代社会のなか に 「ダブル ・コ ンテ ィンジェンシーの論理」 を根幹

に据えたルーマ ンの社会 システム理論 を支え る現実的条件 を見 出 し、ルー マ ンの知識社会学研

究 と社会 システム理論 の間 に内在的連関があ ることを指摘す る。

第四章 「理論的 中間考察一 社会システムの時間性」は中間考察 として の性格 を有 し、社会 の

分化構造 とゼマ ンテ ィクを媒介する複合性 の問題が時間ゼ マンティク との関連 のなかで検 討さ
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れ る。 ルーマ ンに依拠 しなが ら、 中世か ら近代 にか けて 生 じた時 間ゼマ ンテ ィクの変動が概説

され、 その うえで 「コ ミュニ ケーシ ョン ・分化 ・時 間ゼマ ンティク」 の関係が考察 され る。そ

して、 「事象次元 ・時 間次元 ・社会 次元」 という、意 味を構 成す る三 つの次元 の区別が歴史的

所産 である ことが示され る。

第五章 「社会 システムのコー ド化 にお けるコミュニケー シ ョン ・メデ ィア とゼマ ンティクー

愛 の関係 を事例 として」では、社会 システム理論 と知識社会学 的研究 の成果が融合 した事例 と

して、愛 に関す るルー マンの理論が取 り上げ られ、ルーマ ンに依拠 しなが ら、近代初頭 にお け

る愛 の関係 と愛 のゼ マンテ ィクの歴史的変化が描 き出され る。そ こか ら、ダブル ・コンテ ィジェ

ンシー の先鋭化 につれて社会 システム の自己言及的性格が顕在化す るというルーマ ンの発想が

浮 き彫 りにされ る。 さ らに、ダブル ・コンテ ィンジェン トな関係 を強化す る過程で愛 のゼマ ン

テ ィクと個体性 のゼマ ンテ ィクが補完的な関係 をな し、強力なバイナ リー コー ドが機能 しえな

い社会 システム のもとでは、ゼマ ンテ ィクが重要な役割 を果たす ことが明 らか にされ る。

第五章 に も二つ の補論 が付 されてお り、補 論3「 自己言及 とバイ ナ リー コー ド」 では、 自己

言及 とバイナ リー 図式の構造 や機能 に関する補足的な説明がな される。そ して、本論全体 に関

す る補論 とな る補論4「 オ ー トポイ エー シス概念 の実 質 的導入 お よび ゼマ ンテ ィク として の

「福祉」」で はくオ ー トポイ エ シス導入 の直前 に執筆 され たルーマ ンの論文 のなか で、福 祉が

自己言 及的 な政治 シス テム のゼ マ ンテ ィク と して機能 して いる ことが指 摘 され、オー トポイ

エー シスの概 念が実質的に成 立 している ことが示され る。

終 章 「ルーマ ン知識社会学 の方法 と歴史」 では、以 上の考察 を踏 まえてル ーマ ンの知識社会

学 的研究 の特質 に再び言及 し、ルー マ ンの知識社会学 的研究 が、著者 ・学派 ・潮流 のよ うな概

念 に よって文化 史的変 動 を記述す るのでは な く、 それ と別 の方法 に従 って いる こと、そ して

ルー マンの理論 が 自らの理論 をも研究対象 の一部 として包摂 している ことが確 認される。

ルー マンの知識社会学 的研究 は、そ の重要性 にもかかわ らず、ルー マン研究 にお いて十分注

目されて こなか った。そ うしたなかで、本論文 は、近代 にお けるゼマ ンティク変動 を主題 に し

たルーマ ンの知識社会学的研究 の内容 と方法 を詳細 に検討 し、そ の ことを とお して、ルーマ ン

の知識社会学 的研究がルーマ ン理論 の展開 に果た した役割 を考察 して いる。本論文 は、社会 シ

ステム論 の枠組 のなか に位置づ けてルーマ ンの知識社会学的研究 を内在的 に理解 して いる点で

高 く評価 され るだけでな く、1980年 代 に生 じた 「オー トポイ エーシス論の導入」が単な る生物

学理論の社会学的応用ではな く、近代 に対す るルーマ ンの歴史認識 に裏打ち された ものであ る

ことを明 らか にした点で も高 く評価 できる。本論文がルーマ ン研 究 に寄与す るところは大であ

る。

よ って本論文 の提出者 は、 博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十 分な資格 を有す る もの と認め

られる。
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